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「平成２４年度命の大切を考える防災教育公開事業」 

－ 地震と津波 － 

 

                   千葉県立安房拓心高等学校長 伊藤 昭 

 

１ 学校の規模及び地域環境 

 本校のある南房総市は千葉県南部に位置

し、東に太平洋、西に嶺岡山系を臨む、自

然豊かな環境にある。 
 本校は、平成１７年度に総合学科に改編

された。現在は１学年４クラスの小規模校

であるが「時代の変化と生徒の多様化に対

応した教育を展開し、たくましく心豊かな、

社会に貢献できる人間を育成する」ことを

教育目標に掲げ、創意工夫に富んだ特色の

ある教育を展開している。 
 園芸・畜産・土木・調理・文理の５系列

を設置し、幅広い選択科目の中から自分の

学びたい科目を選択することで、高校生活

を通じてじっくりと自己の適性を見極め、

進路選択や将来の生き方を考えることがで

きるようなカリキュラムになっている。そ

の中で、生徒は資格取得に前向きに取り組

んでおり、系列以外の資格・検定にも積極

的に挑戦している。 
２ 取組のポイント 

「地震と津波・防災で連携」をキーワード

に、防災に関する地域ネットワークづくり

を推進するとともに、生徒一人ひとりに、

防災に係わる必要な知識や技能を習得させ、

生涯をとおして自他ともに安全を確保する

ために的確な判断と行動がとれるよう、実

践的な防災教育を推進する。 
(1) 災害発生時に何をすべきか学ぶ 
ア 学校と地域の実態 

(ｱ) 地理的条件 海岸に近い 
(ｲ) 環境的条件 少子化・高齢化 

イ 合同防災訓練 
(ｱ) 自助・共助・公助の大切さ 
(ｲ) 知識・技能の習得 

ウ 防災教育の地域への公開 
(2) 防災に係わる地域ネットワークの構築 
ア 学校･家庭･企業等の危機管理体制の共

有 
イ 防災意識の普及啓発 

(ｱ) 防災に関する情報発信 
(ｲ) 公開ＬＨＲの実施 
(ｳ) 校内での危機管理体制の整備 

３ 取組の概要 

実施

時期 
計画事項 参加者 

６月 

〇第１回担当者連絡会議 学校・市防災

担当者等 

７月 〇ＡＥＤ講習会 学校･消防 

９月 
〇合同避難訓練 
〇合同講演会 

学 校 ･ 和 田

中･地域住民 

12 月 

〇防災教育公開ＬＨＲ 
〇中・高・地域合同によ

る防災の取組 
・生徒による成果発表会 
・ミニ集会 
・防災講演会 
・第２回担当者連絡会議 

中学・高校・

地 域 住 民 ・

PTA･連絡会

議構成員等 
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４ 担当者連絡会議 

 氏名 所属及び役職

１ 石橋 裕男 
ＪＲ東日本

式会社館山駅

２ 大井 幸広 
安房郡市館山消防署和

田分遣所 

３ 長谷川 信 
千葉県教育庁教育振興

部学校安全保健課

全室 指導主事

４ 宇治原洋一 
南房総市市民生活部消

防防災課 

５ 小柴 信弘 
南房総市立和田中学校

校長 

６ 伊藤   昭 
千葉県立安房拓心高等

学校 校長

７ 浅野 照久 同校 教頭

８ 藤岡貴美子 同校 事務長

９ 岩﨑  浩 同校 教諭

10 飯沼 康夫 同校 教諭

 
５ 具体的な取組 

(1) 災害時心得・避難経路の確認

 地震に伴う津波への対応を

校舎内・登下校中・その他に分け話合い、

確認をさせる。（生徒用資料を配付）
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所属及び役職 
東日本旅客鉄道株

館山駅 駅長 
安房郡市館山消防署和

 所長 
千葉県教育庁教育振興

部学校安全保健課 安

指導主事 
南房総市市民生活部消

 課長 

南房総市立和田中学校 

千葉県立安房拓心高等

校長 

教頭 

事務長 

教諭 

教諭 

災害時心得・避難経路の確認 
地震に伴う津波への対応を被災した場所、

校舎内・登下校中・その他に分け話合い、

確認をさせる。（生徒用資料を配付） 

 

(2) 危機管理マニュアルの配

 
(3) 防災用品の備蓄開始 
 本校は広域避難場所に指定されているが、

市による防災用品の備蓄は、隣接されてい

る和田中学校のみである。そのため私費で

生徒・職員用の飲料水等の備蓄を

害が少ないと思われる教室棟４階に

 備蓄品は以下の通りである。

飲料水 500ml ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ×
ｶﾛﾘｰﾒｲﾄ×２個、断熱シート

 

県立安房拓心高等学校 

危機管理マニュアルの配付 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
本校は広域避難場所に指定されているが、

市による防災用品の備蓄は、隣接されてい

のみである。そのため私費で

生徒・職員用の飲料水等の備蓄を津波の被

害が少ないと思われる教室棟４階に納めた。 
備蓄品は以下の通りである。 

  
 
 
 
 
 
 
 

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ×2 本 
断熱シート 
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(4) 担当者連絡会議【６月１４日（木）】

 本校応接室を会場に参加者

議題は以下の通りであった。

ア 事業計画 

イ 災害発生時に何ができるか

ウ 平時における防災対応

エ 避難場所・避難所の確認と緊急連

体制 

オ 防災に関する情報発信と合同防災訓

練 

 

(5)  生徒・保護者へのアンケート調査の実

施 

今回の防災公開事業を始めるに

って、全校生徒にアンケートを実施。

のグラフは実施項目の一部である

ア 家族と離れているときに大規模災害

に遭遇した場合、集合場所や連絡方法

を決めていますか。 
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担当者連絡会議【６月１４日（木）】 
参加者 10 名で実施。

通りであった。 

災害発生時に何ができるか 

平時における防災対応 

避難場所・避難所の確認と緊急連絡 

防災に関する情報発信と合同防災訓 

 

へのアンケート調査の実

今回の防災公開事業を始めるに当た

、全校生徒にアンケートを実施。次

の一部である。 

家族と離れているときに大規模災害

に遭遇した場合、集合場所や連絡方法

イ あなたはどこにいるとき、不安を

感じますか。 

 

 

(6)  校内避難訓練（地震・津波：予告なし）

教室からではなく、

ンド等での授業時にはどのくらいで屋

上に避難が完了するかを把握するため

に実施。 
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あなたはどこにいるとき、不安を

 

校内避難訓練（地震・津波：予告なし） 

教室からではなく、農場・牛舎・グラ

での授業時にはどのくらいで屋

上に避難が完了するかを把握するため
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(7)  校内避難訓練（火災）、救助袋体験・

消火器訓練  【７月１８

 火災避難訓練実施後、学年に分かれ、救

助袋による降下訓練・消火器

消火訓練を実施した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

】 ２４年度指定校 ③県立安房拓心高等学校

- 24 - 

 

校内避難訓練（火災）、救助袋体験・ 

１８日（水）】 

火災避難訓練実施後、学年に分かれ、救

・消火器を使用した

 
 
 
 
 
 
 

(8) 救命救急講習会【７月２３日（月）】

  館山消防署和田分遣所消防官４名を講

師に迎え、運動部生徒・顧問を対象に人

工呼吸法・ＡＥＤの使用法の実技指導を

受けた。 
受講者数 生徒４８

(9) 合同避難訓練・防災講演会

  【９月３日（月）】

地域住民・和田中学と合同で実施。

ア 避難訓練 
本校４階・屋上に避難
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救命救急講習会【７月２３日（月）】 
和田分遣所消防官４名を講

部生徒・顧問を対象に人

工呼吸法・ＡＥＤの使用法の実技指導を

４８名、職員１１名  
 
 
 
 
 
 
 

 
合同避難訓練・防災講演会 

【９月３日（月）】 
地域住民・和田中学と合同で実施。 

本校４階・屋上に避難した。 
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イ 防災講演会 
演題 「東日本大震災から学ぶ防災教育」

講師 半谷 一芳 先生  
（前福島県浪江町立浪江小学校長
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「東日本大震災から学ぶ防災教育」 
 

前福島県浪江町立浪江小学校長） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 (10) 防災教育公開ＬＨＲ

【１２月３日（月）】

「地震・津波への対応」をテーマに、

全学年に緊急連絡カードの記入、学校

から自宅までの距離と所用時間（徒歩）

の確認。そのほか、

し、１学年は自宅付近の避難場所・危

険箇所の確認。 
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防災教育公開ＬＨＲ    
【１２月３日（月）】 

「地震・津波への対応」をテーマに、

全学年に緊急連絡カードの記入、学校

から自宅までの距離と所用時間（徒歩）

そのほか、防災マップを利用

自宅付近の避難場所・危
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２学年は最寄り駅・バス停

所・危険箇所の確認、３学年

が避難者になったとき、あなたは避難所で

どのようなことを手伝えるか考え、

スで発表した。最寄り駅からの避難経路、

危険個所を生徒昇降口に掲示し

 
 (11) 中・高・地域合同による防災の取組

    【１２月２０日（水）】

ア 合同防災講演会 
演題「東日本大震災から学ぶ防災教育

・元禄地震から見えてくるもの」

講師 古山 豊 先生（元高等学校長・

元千高教研歴史部会長）
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最寄り駅・バス停付近の避難場

学年は、自分自身

が避難者になったとき、あなたは避難所で

どのようなことを手伝えるか考え、各クラ

駅からの避難経路、

掲示した。 

 
中・高・地域合同による防災の取組 

【１２月２０日（水）】 

演題「東日本大震災から学ぶ防災教育 
・元禄地震から見えてくるもの」 

先生（元高等学校長・

元千高教研歴史部会長） 

イ ミニ集会 
生徒による学習成果発表会（高校代表）
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生徒による学習成果発表会（高校代表） 

 

 



【地震と津波】 ２４年度指定校 ③県立安房拓心高等学校 

- 27 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

・地域懇談会及び第２回担当者連絡会議 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

６ 成果と今後の課題 

(1) 成果 
ア 学校教育における防災教育への取組

では、子供の発達段階に応じた体験的

な訓練をとおして主体的に動ける生徒

を育成することを求めていることが再

確認できた。（自助、共助、公助に進ん

でいくこと）。 
イ 上記の学習を推進するに当たっては、

想定に応じた場の設定を工夫すること

が大切であり、地域の実情に合わせた

合同訓練の実施について学校・地域が

ともに考える場ができた。 
ウ 地域懇談会では、多くの地域関係者

地区長、民生児童委員等、保護者の参

加が得られ、グループ別の活発な意見

交換により児童生徒の安全のための公

的施設の立地環境やもしもの時の対応

について活発な意見交換および県立施

設と市町村立施設の棲み分けの課題が

確認できた。 
エ 地域防災意識の向上に向けた具体的

な取組が期待される中、生徒が防災教

育を受けることの重要性が再認識でき

た。 
オ 上記のア～エをとおして、学校、家

庭、地域の連携を一層深めることがで

きた。 
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(2) 課題 
ア 今後さらなる防災教育への取組が必

要である（特に地域・各学校・保護者

が連携した各種訓練の工夫が望まれる）

こと。 
イ 避難場所や備蓄品の確保とともに避

難経路の表示や、お年寄りの動線を想

定しての施設づくりが必要であること。 
エ 県立と市町村立の分担を確認する作

業を行う必要があること（地域の中で）

など。 
 
 
 
  


